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都 城 秋 穂 (東大理)
1.胆 石 分 類
債石は､主として金属裾 (ニッケル鉄合金)とケイ薮塩鉱物 (カy テン石､一
輝石､斜長石をど)LとからできているO金属裾とケイ酸塩との量の割合によ
って ､ ふつ うは大 きく次の三つに分けられる :.鉄損石 (主としてニ ッ ケル鉄
合金によbなっているもの)､石鉄隈石 (ニッケル鉄とケイ酸塩とをほぼ等













(鉱物名 もaenite))とがある､合金の-lj-杏 .ル含夜景が 4- 6多のときは､
その合金はa裾だけか らなb､六面体方向に努関があって､その方向に割れや
すいo そのために､ そのようを鉄限石を､he女ahもdriteとい うO
合金のニッケル含有量が 6-13肇のときには､合金はa相とr相から浸っ
ているo このときには､二つの相がいbまじって､Widmansも'dtt.en 構造とい
うものをつ くっているO との構造の夜かのa租は､薄板を夜して､八面体方 向




く怒るO この様夜鉄隈石を､Ni-richataxitGとい うO これは極めて a相
と再 目との集合体 (これをplessiteとい う)のこともあるLi a2相とよ























か もしれ夜い｡ しかし､√研究の結果によると､chorid.riteと achqndrite
















































牙2 表 C hondriteの平均化学組成
て の C h ondrite H grcup L group
SiO .2 .3 8.04 36.17 39.49°
A.Mg 0 2 .3.84 ~22.93 24.55■
F e O 1 2A 5 9.台6 14.97
N a 20 0.98 o二91 1.04
K 20 0.17 0.17 0.18
C r 20 3 P.36 0.27 0 .4 3
丸亀 0 0.25 L 0 .2 3 0 ｣2 7
T i O 2 0 .l l .0 .l l 0 .l l
P 2 0 5 . 0 .2 1 0 .1 7 0 .2 4 _
F e l l.7 6 1 7.7 6 7.0 4
N i l.3 4 1.6 8 . 1.0 6
0 0 0 .0 8 0 .1.0 0 .0 7
F 昏 S 二 5 .7 3 5 .6 .9 5 ｣7 7










ッケル鉄桶にはいっている｡ Mgは Si及び0と化合 して､斜方輝石MgSi03
をつくってレゝる｡ このような種類を､ ensもaJtiterchondriもeとい う｡
これに,､少しずつ0を加えて化合させると､土ツケル鉄の中のFeが0及び






く怒れ 同時にケイ酸境桶の中のFeO/紬 C*FeO)の値が増す._.この規則的 関
係を､Priorの法則とい うO
もつとも酸化の進んだhypersもhen占chondri七eでは､ケイ酸塩のFeO/

















の比が0に近い 1群があって､それから0.14-0.20 の 1群があわ､さらに






還元だけで生ずるものをらば､Feの総量は､ どん夜chondr吊 eでもほ とん
ど一定に食っているはずである｡ ところが､事実はそ うではないoUrey と
Craig(1953)は､ Chondriteの分析多数を集めて､Feの総量と出現頻変との関
係をしらべたOその結果, Feの総量が 28帝 (重量)付近と22酎寸近L･rt)もの
がことに多く､その中間の ものはあまカをい ことを発見したCそ こでFeの総













およびニッケル鉄 軒e,Ni) のさまざま夜組合せか らできてい る｡ しか し､そ
のほか に､約 40種の鉱物が ときによって隅石に出現する ことが知 られてtハる.
その中で､隅石には出現するが､地球上では発見されたことの査い鉱物は､
オールダム鉱Cas, ド-プレー鉱 FeCr2S4,シ-ライパーサイ ト 伊e,Ni)3
P,オスポ-ン石TiN,レダー石 伽■a,均 2Mg5 Si12030 ,merrihueite


















して は ､ 近 年 否 定 的 な意 見 が 多い . 母 天 体 が 破 壊 さ れ た と きの シ ョッ ク とか､
地 球 に 落 ち た と きの シ ョッ ク とか で生 じた 瞬 間的 な 高 圧 で ■で きた の で は を い か
と考 え てい る人 が 多い .
関 石 の 中 に 斜 長石 の化 学 組 成 を もつ ガ ラスが 含 ま れ てい る ことが あっ て ､ こ
れ を maskely1ite とい う. これ も ､ 母 天 体 が 破 猿 さ れ た と きの シ ョッ ク でで
きた の では をい か とい わ れ てい る｡ - ン レ イ岩 に､ 実 験 室 で シ ョッ クで 3 0万
a七m く らい の 圧 力 を 与 え る と､ そ の 中 の 斜 長石 の部 分 だ け が ガ ラ ス状 に 物 質
に変 る (固 体 の ま ま で) そ うで あ るJ/
コ ー エ ソ石 (cohenite) は 肝e,Nj) 3 C とい う化 学 組成 菅 も'っ 鉱物 で ,'こ
の 中の Ni が 零 に なっ た もの は 鋼 鉄 の 成 分 で あ る セ メ ソ二ク.イ トF3C で あ る ｡
Ringwood (1960) は､ 障 石 の 中 に コ ー エ ン石 が で る と どは ､ 圧 九 が 3万 atm
程 度 よ b高 か っ た こ と･骨 示 す と考 え た ｡ しか し､ この 推 論 の根 拠 は寸 分 で 夜 く､
強 い 反 対 もあ るO
結 局 今 め ど ころ､ 胆石 の 母 天 体 が 内 部 に高 圧 を生 ず る 樺 を大 きさ で あっ た こ
とを 示 す 線 を 積 極 的 を 証 拠 は ない し む しろト ト リデ イ マ イ ト ク リ.ス トバ ライ
ト夜 どの 様 な低 圧を 示 す 鉱 物 が あ 9､ また 鉱 物 の 組 合 せ か らみ て も､ 2方 atm
を 超 え る高 圧 は は た らか 夜か っ た と考 え る方が 自然 で あ る｡ 大 部 分 は ト リデ ィ
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マイ トの安定を圧力､す夜わち3000atm以下で生 じたのであろう. 3000

















わすのは､酸化の進んだ carbonaceouschondriteであるJ これが熱せ ら
れて､脱水 し､還元されて､色々なChondriteを生 じたRingwoodは､






い. た とえば'クL)ウムは､最 も酸化したchondriteと､最 も還元した
Chondriteとに多＼く､その中間のものに少い｡ したがって､最 も酸化 した














され､H20の作用をもうけた｡ chondruleは大きい ので､ほとん どそのまま
残った. この様をものが全部集って chondriteをつ くった. こうい う状態 を
そのまま保存 しているのが､Rer]azzoとよばれる1824年落下の 1噴石であ
るO 他のすべてのchondriteは､その後さらに母天体の中で加熱され､再結
晶 してで きたOそのために､たVゝていは､Chorldruleとそのまわ bの物質 と
は化学平衡の状態に達 した｡
付記 : これは 1966年 1月 12日京大基研での話 とほぼ同 じ内容.であるが,
そのとき配布した印刷物 となるべ く星夜ら覆い様に書いた.夜お ､ 雑誌 r科学｣




鉄 -ニッケル系の金属相鉱物は､地殻･の一軒ヰこ鹿現せ る一.こ/と_紘.比敏的稀である O
自然鉄が玄武岩の中に産出し ニッケル鉄合金が蛇紋岩_おなかに産出すること
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